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「電子メディアとの付き合い方 学習ノート（シート）」を作成しました 
 

鳥取県子どものインターネット利用教育啓発推進協議会（事務局：社会教育課）では、子どもたちが主体

的に電子メディア機器の使い方を振り返ったり、家庭で話し合ってルールを決めたりできるよう、「電子メデ

ィアとの付き合い方 学習ノート（シート）」を作成しました。 

 

記 

１ 作成の背景 

  近年、電子メディア機器（テレビ、スマートフォン、タブレット、携帯ゲーム機等）がますます子ども

たちの生活の中に浸透し、友人関係のトラブルやネット被害の増加、長時間利用による生活習慣の乱れが

深刻化しています。また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、子どもたちが家庭で過ごす時間が

長くなり、家庭におけるテレビ・ゲーム・スマートフォン等の利用機会が増加しています。 

令和元年度に鳥取県教育委員会が実施した「インターネットの利用に関するアンケート」調査の結果で

は、利用の低年齢化が進んでいること、利用によりトラブルを抱えている子どもたちがいること、インタ

ーネット上の知り合いがいる割合が増加していること、インターネットの病的な利用が疑われる子どもた

ちが一定数いることがわかっています。 

  このようなことから、子どもたちや保護者が電子メディア機器の使い方を考える一助となるよう、また、

学校でも情報モラル学習に活用できるように作成したものです。 

※なお、この学習ノートは電子メディア機器の利用や購入を推奨するものではなく、児童・生徒がインタ

ーネットの危険性について考えたり、家庭で考え、話し合ったりすることを目的としています。 

 

２ 作成物、配布先等 

  成長の段階や各学校の実情に応じて使っていただけるよう、実際の事例を取り入れた３種類のノート（シ

ート）を作成しました。 

作成物 対象 内容（事例） 

学習ノートＡ 小学校１～３年生 ・ゲーム利用の時間と約束 

・使わない方がよい場面を考える 

学習ノートＢ 

  

小学校４～６年生 ・オンラインゲームの利用時刻 

・インターネット上で知り合った人と会うこと 

・文字だけのやりとり 

学習シートＣ 中学生、高校生 ・動画投稿サイトへの不適切な投稿 

・インターネット上でされたら嫌なことを話し合う 

※県内すべての小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の児童生徒に配付します。 

  ※子どもたちが自分で考え、それについて家庭で話し合うことができる構成としています。また、家庭

で話し合う際の参考とするため、保護者への啓発記事も掲載しています。 

※学校においては、道徳、学級活動での情報モラル学習において活用すること、また、ショートホーム

ルームなどの時間に活用することを想定しています。さらに、家庭で話し合ったことを学校で確認し、

学級通信等で紹介したり学年懇談等で活用したりすることも想定しています。 

 

３ 配付時期 

  ６月２５日から順次各学校に発送します。 

 

４ 参考 

  社会教育課ＨＰにも掲載しています。 

 ＵＲＬ：https://www.pref.tottori.lg.jp/292181.htm 
 

参考：鳥取県子どものインターネット利用教育啓発推進協議会とは 

青少年の電子メディア機器とのより良い関わり方に関する教育啓発の推進を図ることを目的として、官民連携して協議し、

様々な啓発活動を企画・実施している。 
＜構成団体（19 団体）＞ 

新日本海新聞社、株式会社山陰中央新報鳥取総局、NHK 鳥取放送局、日本海テレビジョン放送株式会社、山陰中央テレビジョン放送株式

会社、株式会社エフエム山陰、鳥取県医師会、NPO 法人こども未来ネットワーク、鳥取県ＰＴＡ協議会、鳥取県高等学校ＰＴＡ連合会、

鳥取県私立中学高等学校ＰＴＡ連合会、青少年育成鳥取県民会議、鳥取県地域プロバイダー協会、鳥取県民チャンネルコンテンツ協議

会、鳥取大学、公立鳥取環境大学、株式会社ドコモ CS 中国鳥取支店、総務省中国総合通信局、鳥取県教育委員会 


